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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

3
月
分
の
口
座
振
替
は

    

3
月
31
日（
火
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
13
項
目
で
す
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
12
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

０
９
４
９

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

『
背
高
泡
立
草
』　             

古
川 

真
人 

著

『
ム
ゲ
ン
の
ｉ　

上・下
』 　

 

知
念 

実
希
人 

著

『『
小
さ
な
拠
点
』を
つ
く
る
』   

藤
山 

浩 

編
著

『
胃・十
二
指
腸
潰
瘍
の
安
心
ご
は
ん
』                

宮
崎 

招
久 

監
修

『『
で
き
ご
と
』と『
く
ら
し
』か
ら
知
る
戦
争
の
４６
か
月
』

大
石 

学 

監
修

『
ね
こ
の
ず
か
ん
』                

大
森 

裕
子 

作

『
大
き
な
ず
か
ん
は
た
ら
く
じ
ど
う
車
』 

元
浦 

年
康 

監
修

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
花
咲
小
路
一
丁
目
の
髪
結
い
の
亭
主
』

小
路 

幸
也 

著

『
わ
が
殿　

上・下
』　               

畠
中 

恵 

著

『
人
を
つ
く
る
読
書
術
』           

佐
藤 

優 

著

『
世
界
一
親
切
な
大
好
き
！
家
お
や
つ
』

藤
原 

美
樹 

著

『
く
ま
く
ま
パ
ン 

い
ち
に
ち
パ
ン
や
さ
ん
』

西
村 

敏
雄 

作

『
お
み
せ
や
さ
ん
で
く
だ
さ
い
な
！
』

さ
い
と
う 

し
の
ぶ 

さ
く

『
ふ
ゆ
と
み
ず
の
ま
ほ
う
こ
お
り
』 

片
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写
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文

4
月
の
休
室
日

月
曜
日
、祝
日

　
　
　

30
日【
月
末
休
室
】

4
月
の
休
室
日

日
曜
日
、祝
日

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

海
上
保
安
官
募
集

《
海
上
保
安
官
採
用
試
験
》
（
来
春
採
用
）

♦
日
時　

一
次
試
験
は
6
月
7
日
（
日
）

♦
対
象　

大
学
卒
業（
見
込
含
）〜
30
歳
未
満

♦
申
込　

3
月
27
日（
金
）〜
4
月
8
日（
水
）

《
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
月
入
校
）

♦
日
時　

一
時
試
験
は
5
月
10
日
（
日
）

♦
対
象　

高
校
卒
業
し
た
翌
日
か
ら
13
年
を

　
　
　
　

経
過
し
て
い
な
い
者

♦
申
込　

3
月
27
日（
金
）〜
4
月
3
日（
金
）

♦
お
問
い
合
わ
せ

　

境
海
上
保
安
部
管
理
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☎
０
８
５
９
‐
４
２
‐
２
５
３
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♦
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い

　

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

みんなの掲示板みんなの掲示板
男
女
共
同
参
画
川
柳

お
買
い
物

　

支
払
い
お
願
い

　
　
　

    

お
父
さ
ん

奥
出
雲
町
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

ゴ
ミ
出
し
は

　

優
し
い
夫
の

　
　
　

 

決
ま
り
ご
と

天
井
は

　

拭
か
せ
て
下
さ
い

　
　
　

  

お
か
あ
さ
ん

★
作
者
の
日
常
生
活
を
詠
ん
だ
作
品

で
す
。

小さな掛金、大きな補償

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（令和2年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン日本興亜
大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）

※事故の日からその日を含めて180日以内の死亡、後遺障害、入院、手術、
通院が対象となります。
※上記に加え、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険も付帯されています。

この広告はスポーツ安全保険の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ
安全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約
書によりますが、ご不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保
険（株）までお問い合わせください。

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。
※インターネットからも加入受付をおこなっております。

加入対象者 補償対象となる団体・グループ活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

全年齢

大人
（高校生
以上）

※特別支援学
校高等部の
生徒を含む 上記団体活動に加え、個人活動も対象

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

※スポーツ活動中の事故は補償の対象外です。

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

AW

A2

D

800円

1,450円

1,850円

1,200円

800円

11,000円

C
64歳以下

B
65歳以上

対象となる事故

保険期間

令和2年4月1日午前0時から
令和3年3月31日午後12時まで

補償内容は、加入区分によって異なります。
詳しくは、ホームページなどをご覧ください。

補償内容

加入区分

A1、C、A2区分
の場合

例

険
保
害
傷

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。

FAX0852-21-5388 0852-26-4733 電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日、12月29日から1月3日を除く。）

島根県支部
〈（公財）島根県体育協会内〉

〒690-0015 松江市上乃木10丁目4番2号
島根県立水泳プール内

死亡保険金：2,000万円
後遺障害保険金：3,000万円（最高額）
入院保険金：4,000円 /1日
通院保険金：1,500円 /1日（30日限度）

団体・グループ活動中の事故 / 往復中の事故

※A2区分で対象となる活動も補償されます。

※右記年齢の判断は、｢令和2年4月1日｣と｢掛金
の支払い手続きを行う日｣のいずれか遅い日の
年齢を基準とします。

2019年12月作成　19-TC05719

奥出雲学発表会奥出雲学発表会

令和元年度卒業式令和元年度卒業式

　２月２６日、奥出雲学発表会を行いました。１年生が、１
年間地域のメンターの皆様からサポートを受けながら、
奥出雲町の魅力と課題を調査してきた成果を発表しまし
た。発表を聴いた生徒は、感想や意見をメッセージカード
に書き、それを各チームに渡し、提案内容や発表の仕方
について生徒間で評
価しました。これが地
域活性化活動のゴー
ルではなく、ここから
新しいスタートを切っ
て欲しいものです。

　３月１日、卒業証書授与式を挙行しました。新型コロナ
ウィルスの感染防止のため、規模を縮小しての実施とな
りましたが、無事に９０名の卒業生を送り出すことができ
ました。式後のホームルームでは、生徒が一人ひとり、３
年間共に過ごした友
だちや保護者・地域の
方・教職員へ感謝の言
葉を述べ、本校の卒業
生であることの誇りを
胸に、それぞれの進路
先での飛躍を誓いまし
た。

横田高校の活動をお知らせする
　　　　　　　　「よここうコーナー」

　樺太（サハリン）で生まれたアイヌ、ヤ
ヨマネクフ。開拓使たちに故郷を奪われ、
集団移住を強いられたのち、天然痘やコレ
ラの流行で妻や多くの友人たちを亡くした
彼は、やがて山辺安之助と名前を変え、ふ
たたび樺太に戻ることを志す。樺太の厳し
い風土やアイヌの風俗が鮮やかに描き出さ
れ、国家や民族、思想を超え、人と人が共
に生きる姿を描く。
　直木賞受賞作。
 （出版社紹介より記載）

『熱源』


